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 本 部 各 課 ・ 隊 長   

各 警 察 署 長   

警 察 本 部 長 

 

   大分県警察通訳センター運営要綱の改正について（通達） 

外国人が関与する犯罪その他の通訳又は翻訳を必要とする事案については、「大分県警察

通訳センター運営要綱の制定について」（令和８年５月26日付け大通達甲（刑）第11号、（警）

第26号）に基づき、迅速かつ的確に対応しているところであるが、この度、統合情報通信ネ

ットワークシステムによる通訳運用状況管理システムの改修に伴い、別添のとおり「大分県

警察通訳センター運営要綱」を改正し、令和８年10月１日から運用することとしたので、事

務処理上誤りのないようにされたい。 

なお、前記通達は、同日付けで廃止する。 

   （刑事企画課通訳センター係）  

  （会 計 課 出 納 係）  

   （警務課職場・学校教養係）  

  

殿 



別添 

大分県警察通訳センター運営要綱 

第１ 趣旨 

この要綱は、大分県警察が取り扱う外国人が関与する犯罪その他の通訳又は翻訳（以下

「通訳等」という。）を必要とする事案（以下「国際犯罪事案等」という。）の迅速かつ的

確な対応を図るため、刑事部刑事企画課通訳センター（以下「通訳センター」という。）の

運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

第２ 通訳人の区分 

通訳等を行う者（以下「通訳人」という。）の区分は、次のとおりとする。 

１ 部内通訳人 

通訳等について知識、技能及び経験を有する職員で、所属長から推薦を受け、本部長

が通訳人として登録したものをいう。 

２ 民間通訳人 

職員以外の者で、通訳等が可能であり、通訳等に係る警察業務に協力が得られ、政治

的中立で、かつ、通訳等の過程で知り得た秘密を守り得る者のうち、次に定めるものを

いう。 

ア 登録通訳人 

本部長が通訳人として登録した者 

イ 登録外通訳人 

登録通訳人以外の者 

第３ 任務 

１ 通訳センターの任務 

通訳センターは、次に掲げる事項を任務とする。 

(1) 部内通訳人の推薦、登録及び解除に関すること。 

(2) 部内通訳人の派遣及び運用（以下「派遣等」という。）に関すること。 

(3) 部内通訳人の育成、教養及び研修に関すること。 

(4) 民間通訳人の推薦、登録及び解除に関すること。 

(5) 民間通訳人の派遣等に関すること。 

(6) その他通訳等に関すること。 

２ 通訳人の任務 

通訳人は、国際犯罪事案等の通訳等を行うことを任務とする。 

第４ 運営体制等 

１ 通訳等業務管理者 

(1) 各所属に通訳等業務管理者（以下「業務管理者」という。）を置き、警察本部にあっ

ては次席（次席の職務に準ずる職を含む。）を、警察署にあっては副署長をもって充て

る。 

(2) 業務管理者は、所属長の指揮を受け、通訳センター及び他所属と緊密に連携すると



ともに、次に掲げる事項を処理する。 

ア 自所属の部内通訳人及び民間通訳人の推薦に関すること。 

イ 自所属の部内通訳人に係る他所属への派遣及び自所属での運用に関すること。 

ウ 通訳人の派遣要請に関すること。 

エ 前記アからウまでに掲げるもののほか、自所属の通訳等に関すること。 

２ 通訳等業務管理補助者 

(1) 各所属に通訳等業務管理補助者（以下「業務管理補助者」という。）を置き、警察本

部にあっては所属長が指定する課長補佐（課長補佐に準ずる職を含む。）を、警察署に

あっては総務課長（総務会計課長を含む。以下同じ。）及び所属長が指定する総務課長

以外の課長をもって充てる。 

(2) 業務管理補助者は、業務管理者の指揮を受け、前記１(2)に掲げる事項の処理を補助

する。 

３ 通訳等業務担当者 

(1) 各所属に通訳等業務担当者を置き、警察本部にあっては所属長が指定する警部補以

下の階級（同相当職を含む。以下同じ。）にある職員を、警察署にあっては総務課（総

務会計課を含む。）の警部補以下の階級にある職員をもって充てる。 

(2) 通訳等業務担当者は、業務管理者及び業務管理補助者の指揮を受け、前記１(2)に掲

げる事項の処理を行う。 

第５ 通訳等業務の手続 

１ 通訳人の派遣等に係る基本的事項 

(1) 通訳人の派遣等は、国際犯罪事案等の捜査に万全を期するため、やむを得ない場合

に限り、行うものとする。 

(2) 所属長は、通訳人の派遣を受けたときは、通訳人を前記第３の２に規定する任務以

外の任務に従事させないものとする。 

(3) 通訳人の派遣を要請した所属（以下「要請所属」という。）は、通訳センター及び部

内通訳人を派遣する所属（以下「派遣所属」という。）と緊密な連携を保ち、相互に協

力して、その効果的な運用に努めること。 

２ 部内通訳人の推薦、登録及び解除等 

(1) 推薦 

所属長は、次のいずれかに該当する者のうち、通訳等が可能と認めるものがいると

きは、統合情報通信ネットワークシステムによる通訳運用状況管理システム（以下「通

訳システム」という。）によって部内通訳人推薦書（第１号様式）を作成し、通訳シス

テムにより刑事部刑事企画課通訳センター所長（以下「通訳センター所長」という。）

を経由して本部長に推薦するものとする。 

ア 警察大学校国際警察センターにおける語学研修課程を修了した職員 

イ 在外公館での勤務経験を有する職員 

ウ 警察庁が実施する外国語技能検定に合格した職員 



エ 公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定において、２級以上

の資格を有する職員 

オ 国際犯罪等の捜査経験を有する職員 

カ その他通訳等の能力を有する職員 

(2) 登録 

本部長は、前記(1)の規定による推薦があった場合において、推薦された職員が通訳

人としての適格性を有すると認めるときは、通訳システムにより当該職員を部内通訳

人として登録するものとする。 

(3) 異動等 

ア 所属長は、部内通訳人に登録された職員に異動（所属内異動を含む。）があったと

き又は推薦事項に変更があったときは、通訳センター所長に対し、口頭その他の方

法により報告するものとする。 

イ 前記アの規定による報告を受けた通訳センター所長は、速やかに通訳システム内

の当該職員に係る情報を更新するものとする。 

(4) 登録の解除申請 

所属長は、部内通訳人に登録された職員の登録を解除する必要が生じたときは、通

訳システムによって部内通訳人登録解除申請書（第２号様式）を作成し、通訳システ

ムにより通訳センター所長を経由して本部長に登録の解除を申請するものとする。 

(5) 登録の解除 

本部長は、部内通訳人の登録を解除することが適当と認めるときは、通訳システム

により当該登録を解除するものとする。 

３ 民間通訳人の推薦、登録及び解除等 

(1) 推薦 

所属長は、職員以外の者で、通訳等が可能であり、通訳等に係る警察業務に関して

協力が得られ、政治的に中立で、かつ、通訳等の過程で知り得た秘密を守り得るもの

を把握したときは、通訳システムによって民間通訳人推薦書（第３号様式）を作成し、

通訳システムにより通訳センター所長を経由して本部長に推薦するものとする。 

(2) 登録 

ア 本部長は、前記(1)の規定による推薦があった場合において、面接その他の方法に

より、その者が通訳人としての適格性を有するか確認を行うとともに、当該者に通

訳等を実施するに当たっての配意事項及び守秘義務等の重要性を説明し、誓約書（第

４号様式）に記載させるものとする。 

イ 本部長は、推薦された者が通訳人としての適格性を有すると認めるときは、通訳

システムにより同人を民間通訳人として登録するものとする。 

(3) 登録継続の意思確認 

通訳センター所長は、年に１回、適宜の時期に、民間通訳人に対し、直接又は当該

民間通訳人を推薦した所属長を通じ、登録継続の意思確認を行うものとする。 



(4) 登録の解除 

本部長は、前記(3)の意思確認により登録解除の意思を示した民間通訳人がいる場

合又は必要があると認める場合は、通訳システムにより遅滞なく当該民間通訳人の登

録を解除するものとする。 

４ 通訳人の派遣要請及び派遣 

(1) 通訳人の派遣要請 

所属長は、管内の国際犯罪事案等を認知したときは、通訳センター所長を経由して

本部長に対して、口頭その他の方法により連絡した上、通訳システムによって通訳人

派遣要請書（第５号様式）を作成し、通訳システムにより通訳人の派遣を要請するこ

とができる。 

なお、通訳人の派遣の要請は、現行犯逮捕その他緊急を要する場合を除き、原則と

して、派遣を希望する日の３日前までに行うものとする。 

(2) 部内通訳人の派遣                           

ア 選考 

通訳センター所長は、前記(1)の規定による要請があった場合又は部内通訳人の

派遣が必要と認めた場合は、通訳システムに登録された部内通訳人が所属する所属

長と協議の上、派遣させる部内通訳人を選考するものとする。 

イ 派遣命令 

本部長は、要請所属に対し、前記アの規定により選考された部内通訳人を派遣さ

せるものとする。この場合において、本部長は、派遣所属の所属長（以下「派遣所

属長」という。）及び要請所属の所属長（以下「要請所属長」という。）に対し、通

訳システム又は口頭その他の方法により当該部内通訳人の派遣を通知するものとす

る。 

ウ 派遣期間 

部内通訳人の派遣期間は、原則として、派遣した日から20日以内とする。ただし、

本部長は、要請所属長から、派遣期間の延長の申出があった場合において、必要が

あると認めるときは、派遣期間を延長することができる。 

エ 派遣 

派遣所属長は、要請所属に対し、速やかに当該部内通訳人を派遣させるものとす

る。 

オ 派遣された部内通訳人の任務 

派遣された部内通訳人は、要請所属長の指揮を受け、前記第３の２に規定する任

務に従事するものとする。 

カ 派遣の終了 

要請所属長は、部内通訳人の派遣が終了したときは、遅滞なく通訳センター所長

に対して、口頭その他の方法により連絡した上、通訳システムにより派遣の終了を

登録するものとする。 



(3) 民間通訳人の派遣 

ア 登録通訳人の派遣 

本部長は、前記(1)の規定による要請があった場合において部内通訳人に適当な

者がいないとき又は登録通訳人の派遣が必要と認めたときは、登録通訳人に派遣の

依頼を行うものとする。この場合において、当該登録通訳人の派遣が可能な場合は、

要請所属に対し、速やかに当該登録通訳人を派遣するものとする。 

イ 登録外通訳人の派遣 

本部長は、前記(1)の規定による要請があった場合において部内通訳人及び登録

通訳人では対処が困難なとき又は登録外通訳人の派遣が必要と認めたときは、登録

外通訳人に派遣の依頼を行うものとする。この場合において、当該登録外通訳人の

派遣が可能な場合は、要請所属に対し、速やかに当該登録外通訳人を派遣するもの

とする。 

ウ 派遣期間 

民間通訳人を運用する期間は、必要最小限の日数とする。 

エ 通訳人に対する通訳謝金等の説明 

要請所属長は、派遣された民間通訳人に対して初回運用時に、遅滞なく通訳謝金

及び旅費に関する説明を実施すること。 

オ 運用日ごとの書面交付 

要請所属長は、民間通訳人を運用したときは、運用日ごとに、通訳システムによ

って通訳等運用票（第６号様式、以下「運用票」という。）を作成し、出力した運用

票に当該民間通訳人から確認の署名を徴すること。この場合において、原本を当該

民間通訳人に交付するとともに、その写しを要請所属において保管するものとする。

ただし、県外にいる場合等で、通訳システムによって運用票の作成ができないとき

は、あらかじめ印刷した運用票を使用すること。 

カ 派遣の終了 

要請所属長は、民間通訳人の運用を終了したときは、速やかに通訳センター所長

に対して、口頭その他の方法により連絡した上、通訳システムにより派遣の終了を

登録するものとする。 

５ 運用結果の報告 

(1) 部内通訳人の運用結果 

部内通訳人は、派遣終了後速やかに、通訳システムによって通訳人運用状況報告書

（第７号様式）を作成し、通訳システムにより通訳センター所長を経由して本部長に

報告するとともに、口頭その他の方法により自所属の所属長に報告するものとする。 

(2) 民間通訳人の運用結果 

民間通訳人を運用した要請所属長は、民間通訳人の派遣終了後速やかに、通訳シス

テムによって通訳人運用状況報告書を作成し、通訳システムにより通訳センター所長

を経由して本部長に報告するものとする。この場合において、通訳人運用状況報告書



の内容と民間通訳人に交付した通訳等運用票の内容に相違がないように留意するこ

と。 

第６ 教養及び研修 

１ 通訳センター所長は、部内通訳人に対して計画的な教養及び研修を実施し、通訳人と

して必要な専門的な知識、技能及び語学力の向上に努めるものとする。 

２ 所属長は、警察庁、管区警察局、他の都道府県警察又は通訳センターが実施する語学

研修等に積極的に自所属の部内通訳人を参加させ、通訳人としての能力の向上に努めさ

せるものとする。 

附 則 

この要綱は、令和８年10月１日から施行する。 



第１号様式

第 号

年 月 日

殿

次の職員を、部内通訳人として推薦します。

・ ・ 生 （ 歳 ）

・ ・ ・ ・

- -

□ Ａ ：

□ Ｂ ：

□ Ｃ ：

□ Ｄ ：

□ 無

第１

第２

現 所 属 配 置 年 月 日

大 分 県 警 察 本 部 長

警電

（ 所 属 長 名 ）

部 内 通 訳 人 推 薦 書

採用年月日

生 年 月 日

氏 名

ふ り が な

使 用 言 語

係 名

階 級

警 電

携帯電話番号

備考（資格取得方法等）
保

有

資

格

外国語種別

翻訳
通訳歴

通訳の程度

当該外国語に精通し、取調べ等の会話が自由にできる

当該外国語に精通し、取調べ等の会話がおおむねできる

日常会話の通話がおおむねできる

翻訳のみ

一般通訳 回回 □

登録の可否 可

回 □□ 取調べ□ 有

保有資格 資格取得年月日

否・□ □



第２号様式

第 号

年 月 日

殿

次の部内通訳人の登録の解除を申請します。

・ ・ 生 （ 歳 ）

ふ り が な

氏 名

大 分 県 警 察 本 部 長

（ 所 属 長 名 ）

部 内 通 訳 人 登 録 解 除 申 請 書

使 用 言 語
第１

第２

生 年 月 日

□ □

解 除 事 由

解除の可否 可 ・ 否

係 名

階 級



第３号様式

第 号

年 月 日

殿

次の者を、民間通訳人として推薦します。

年 月 日 生 （ 歳 ）

－ － － －

□ Ａ ：

□ Ｂ ：

□ Ｃ ：

□ Ｄ ：

□ □ 勤務時間外のみできる □ その他

□ ［ □ □ ］ ［ ］

九州管区内他県警からの要請による通訳可能の有無 □ 有 □ 無

※　備考欄には、留学経験、海外勤務歴、海外居住歴、要望事項等を記入すること。

連 絡 先

住 居

本籍(国籍)

職
業

勤務先

所在地

大 分 県 警 察 本 部 長

（ 所 属 長 名 ）

民 間 通 訳 人 推 薦 書

使 用 言 語 第１

通訳の程度

当該外国語に精通し、取調べ等の会話が自由にできる

当該外国語に精通し、取調べ等の会話がおおむねできる

日常会話の通話がおおむねできる

翻訳のみ

資

格

等

外国語種別 保有資格 資格取得年月日 備考（資格取得方法等）

生 年 月 日

ふ り が な

氏 名

西暦

自宅

平日

第２

備考

土・日 のみできる

いつもでできる
時間的制約

職場



第４号様式

通訳を行うに当たっては、誠実に通訳し、

通訳業務を通じて知り得た事実は、法令等に

よる場合を除き、他に漏らさないことを誓い

ます。

殿

    　　年　　月　　日

通訳人 印

誓 約 書

大 分 県 警 察 本 部 長



第５号様式

第 号

年 月 日

殿

次の事案について、通訳人の派遣をお願いします。

年 月 日 生 （ 歳 ）

□ 　男 □ 女

□ ［ □ 被疑者 □ 被害者 □ 参考人 □ その他 ］

□ ［ ］

□ ［ ］

□ ［ ］

年 月 日 ～ 年 月 日

課

□ 課

□

（ 罪 名 ）

関 係 者

大 分 県 警 察 本 部 長

（ 所 属 長 名 ）

通 訳 人 派 遣 要 請 書

事 案 名

生 年 月 日

国 籍

性 別

氏 名

事案の概要

派遣期間

使 用 言 語 日本語の理解度

取 調 べ

翻 訳

そ の 他

交 通 事 故
任 務

派遣通訳人

派遣場所

担当者

民間

部内

警電

警電



第６号様式

殿

本日、あなたを通訳人として運用した日時は以下のとおりです。

    　　年　　月　　日

午　　　時　　分　～　午　　　時　　分 （　　　：　　　）

午　　　時　　分　～　午　　　時　　分 （　　　：　　　）

午　　　時　　分　～　午　　　時　　分 （　　　：　　　）

午　　　時　　分　～　午　　　時　　分 （　　　：　　　）

午　　　時　　分　～　午　　　時　　分 （　　　：　　　）

午　　　時　　分　～　午　　　時　　分 （　　　：　　　）

    　　年　　月　　日

（担当者　　　　　　　　　　　　　）

通訳人確認

（ 通 訳 を 要 請 し た 所 属 長 名 ）

通 訳 等 運 用 票

（ 運 用 し た 民 間 通 訳 人 氏 名 ）



第７号様式

第 号

年 月 日

殿

□ 部内通訳人
を運用したので、報告します。

□ 民間通訳人

年　 月 日

年　 月 日 （ ）

：

： ：

合計延べ時間

～/ ：

：

：

： ：

： ： ：

～

/ ： ～ ：

～ ： ：/

日間

運用月日

～

：

運用時間 延べ時間 任務等

～ ： ：

運用期間

～

/

運用状況

/ ：

/

次のとおり、

所属（住所）

階級（職業）

氏　　名

使用言語

事案名

通
訳
人

大 分 県 警 察 本 部 長

（ 所 属 長 名 ）

通 訳 人 運 用 状 況 報 告 書



第７号様式（継紙）

/

～ ：

： ～ ： ：

/

： ：

運用月日 運用時間 延べ時間 任務等

/

：

： ：： ～

～ ： ：/

/ ： ～

～ ： ：/ ：

：

： ：

： ：

： ：

/ ： ～

～/

/ ： ～

～ ： ：/ ：

：

/ ： ～ ：

：

：

/ ： ：

：

～ ： ：/ ：

運用状況

/ ：

： ～

～

：


